
在外研修報告

1986年10月2日からII)j28日までの58EI 1f1J.文部行夜外研究uとして，イギリス，およびフ
ランス，イタリアに出版した。訪欧の目的は，日本・中国 ・t，i)j鮮・ エジプ卜 ・パピロニア ・ギ

リシャ・インド等における古代水時計|則係資料 ・文献史料を訓流して.東アジアにおける水H与

;汁先述!とを明らかにすると共に， 日本と 1ド凶との水II~~・，n' jjJljl立の |刻係. その;話料の実態を把Mす

ることにあった。主たる間在地はイギリスのケンブリyジ大手:考昨年中|と， I~j国科学:史・水11，\=

;¥1・研究の世界的材¥U!&.ジョセフ ・ニーダム同士が主主与する Asianllistory of Science Libraryと

であった。両施設でのみM:rt:.研究 ・意見交換は i1i代水Hおi十制度のli)f先にとって不可欠であり，

日本lli初の水時計施設の遺跡=:lltn水務遺跡;の研究にも大きな;伝科を及ぼすと考えたのである。

部:jj't.研究にあたって，考古学科のコリン ・レ ンフルー教授. ライデン大学:のジナ・ パーンズ

1 ~1f.士 . そしてニーダム w士には佐々の似抗をはかつていただいた。

ケンブリッジでの大きな成果の一つは， 111:以作J血の水H寺;i'l関係の研究ぬ文，文献...e半，1を多数

iill，j査し.01:せて，日本では入手し簸い.それらの基本資料を約50{':収集できたことである。ま

た，大英博物館所蔵のエジプ ト流出型水時計 (PhilipArrhidaeu王の 8.C.320年の紀年をもっ)， 

及びルーブル美術館jほのエジプト流出Jt!水H寺;¥1を却，jftし，さらに英国国立科学悼物館では190tl

年エジプトのカルナ ックで出土したアメンホテ yプ山IU:時代 (s.C.ltI日年頃)の流出型水H主計

(キi竹川主製品。実物はカイロ国立博物館山)を使つての実験研究の成以を訂.しく訓査できた。

古代エジプトでは 8.C.1500年Itiから.8.C.300年頃まで.鉢型形態のiiIc，'H却水時計が盛行し，

その1111，水時計の形態 .IJ~( 理!・構造等は基本的に変化する こ となく ， 縦/氏されたことを餓認で

きたことは今回の大きな成栄である。

ニーダム博士からは，世界の水時計発達史に|刻して.多くの教示をいただいた。博士は中国

の水H寺;n.はハビロニア等のi話料下に出現したと考えている。だが，今回の詩l.j査の結果，エジプ
卜・パピロニアの流出型水H寺i汁と中国のi成因i時代 iiiii;先代の流出型水H寺a'lーとは.原理 ・椛造を

著しく終にし，かつ，その後，多段式流入型水11与;i-j-へと発達する中国の水H寺計ーの技術は，ギリ

シャ ・ローマ ・中|止ヨーロァパの水l時一言|ーとは別系統で，それぞれ独自に発達 したものとする見

通しを待た。また博士は，中国の流入型水H寺百|・は，オーパー・ フロー式と多段式とのこつの系

統の水時計とがあって，4世紀以降7世紀にかけて， lilijタイプが制約:したとみているが.悦代

よりL引tに至る水時計-の発展過程は， 基本的には多段式水H寺市としての発展のUil:史であり，か

っ， 日本の古代水時計':!iljl立もまた.この多段式水H新汁の系譜に連なることを明確にする大きな

成J誌を得ることができた。

以上のほか，考古博物館，考古学研究所，および先史時代からローマ時代， 中世に至る辿制;

や発拍!現場を多数視察し，また，多くの研究手?と意見交換する機会を得て，知見を大いにJI:げ

深めることができた。今後と もこれらの体験を生かして研究に役立てたいと!とlう。(木下正史)
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